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「皆様の声」をお聞かせください。

FUJITSUファミリ会事務局

E-mail：
Fax：03-6252-2798

contact-familykai@cs.jp.fujitsu.com

（7〜 8 月度ご入会分）

●関東　 ダイヤ情報システム㈱
　　　　 東京センチュリーリース㈱ 立川支店
　　　　 トーソー㈱
　　　　 藤森工業㈱
　　　　 富双合成㈱
　　　　 ㈱メディアフォース
●北陸　 トナミ運輸㈱
●関西　 大同アミスター㈱
　　　　 ㈱合通
　　　　 スミセイ情報システム㈱
●四国　 関㈱
●九州　 博多ステーションフード㈱
　　　　 ㈲東島商店
●沖縄　 朝日生命相互会社 沖縄支社
　　　　 ㈱木立
　　　　 ㈱コンピュータ沖縄
　　　　 ㈱システムビット 沖縄営業所
　　　　 第一農薬㈱
　　　　 ㈱ＪＡおきなわＳＳ
　　　　 ㈱那覇データ・センター
　　　　 ㈱りゅうぎん総合研究所

　　　　

FUJITSUファミリ会をもっと楽しく活用していただくための
さまざまな情報をご提供します。

　会報担当幹事を引き受けて4 年目を迎えます。中国支部の会報担当
幹事の主な役割として、春の全国編集会議への参加や発行された会報
についてアンケートをお答えすることならびに支部が担当する会報誌
項目テーマに沿ったネタ選びがあります。
　中国支部は現在会員数 225 社で、昨年から「人財育成」に力をいれ
ており、「新人向け合宿型人財育成塾」や 1年後の振り返りセミナーと
して「ビジネスパワーアップ研修」を開催しています。合宿に参加いた
だいたメンバーを中心に懇親会を開催するなど若手会員の交流の場と
して非常に好評をいただいています。
　「大人の OFF TIME」として皆さんに懇親を深めていただく行事とし
て、昨年オープンした「MAZDA Zoom Zoom スタジアム広島」での
野球観戦は、開催の案内をするとすぐに満席になるほどの人気です。
　「システム事例フリーマーケット研究会」も今年で４年目となりました。
その時の旬なテーマを会員事例中心で、毎回活発なディスカッション
が行われています。また、昨年から下部組織として研究会メンバー企
業の実務担当者を中心とした勉強会も年 2 回開催し、ファミリ会のス
ローガンである「語りあう夢、きそいあう知恵」にそって会員相互の研
鑽・交流に努めた活発な活動を展開しています。
　このようにさまざまな中国支部の取り組みを会報担当幹事として機
会あるごとに、全国の皆様にご紹介していきたいと思います。今後と
もよろしくお願いいたします。

会報担当幹事から ●中国支部 　渡部 茂久 ㈱中国新聞システム開発

●実施内容
　企業の IT 部門は、IT の企画・構築・維持運用を担うと同時に、企業経営を
支える部門としての重要な役割が期待されています。特に、経営層へのヒアリ
ング能力やビジネスサイドとのコラボレーション能力の重要性が増す中では、
最前線のリーダはどうあるべきかが重要な課題です。それを具現化する経営
層の視点から議論を行いました。
＜課題の抽出＞　2 グループに分かれ、初めに各自の課題を書いたカードをホ
ワイトボードに貼り、「経営課題」「グローバル化」「顧客満足」「人材」などに
分類。その中から重要と思われる課題を選びました。
＜目指したい姿の検討＞　抽出した課題をさらに議論し、IT 部門として目指
したい姿を明文化しました。
[ A グループ ] 経営戦略を実現するための ICT サービスの提供
[ B グループ ] お客様に喜ばれる IT 提案ができる情報システム部門を目指す
＜施策・実現手段の検討＞　「目指したい姿」を実現するための施策を、シス
テム運用・IT 戦略・人材育成などの観点から討議しました。
＜各自の決意＞　各自が自社で実行可能なプランを、「すぐに実行」「中・長期
で実施」の視点から検討し、参加者の前で発表しました。

●参加者コメント
・アドバイザーからの CIO の考え方、視点を聞くことがで
　きて貴重である。
・自己に対するプラス志向への意識改革が再びできるよう
　になった。
・各社、多様な立場であっても、IT 分野の部門としての可
　能性に自信を持てるようになった。

事務局より
　グループ討議では、経営者の視点やその先のお客様まで
思い描くという課題抽出に多くの時間を割きました。その結
果、今までの“待ち”の姿勢から、皆が望むことを自ら吸い
上げて提供する方向に意識改革ができたという感想を多数
いただきました。

8月に実施した分科会には、14名の方と、アドバイザーとしてLS研幹事のパナ
ソニック電工インフォメーションシステムズ㈱ 常務取締役 黒野尚氏と東京海
上日動システムズ㈱ 常務取締役 山田信祐氏が参加。本イベントは、LS研幹事
のご経験談や実施例に基づくアドバイスにより“部門長としての考え方”を学
べる貴重な機会となり、常に高い満足度を得ています。

今こそ、企業を強くする情報システム部門を目指して
～会社に貢献するIT部門の人材像とは～
開催日：2011年8月30日（火）～31日（水） 開催場所：富士通㈱  富士フォーラム（静岡県沼津市）

▲ディスカッション中

◀抽出した課題（分類）

NEW FAMILY

LS研  2011年度 第1回マネジメント分科会 （2 回／年  IT企画部門・情報システム部門の「課長クラス」対象）

　



16 Family343号  2011.10.20

　2011年9月7日に関東支部のエグゼクティブセミナーが、初秋を思
わせる爽やかな快晴の中開催されました。会場は、厳粛な雰囲気
のある明治記念館。当日も結婚式が執り行われており、鮮やかな和
装姿の花嫁が印象的でした。
　セミナーの参加者は256名で、関東支部長である横溝氏の挨拶
から始まりました。最初のプログラムは、富士通からのトピックスと
して、位置情報を活用した新しいクラウドサービス「SPATIOWL（ス
ペーシオール）※」が紹介されました。「SPATIOWL」は、走行する車
両からの情報や、人や施設の情報、センサー情報、インターネット情
報などから収集される大量の位置情報を活用した、新たな価値を
提供するサービスです。
　続いて特別講演が行われました。講師は、南蔵院第二十三世住
職の林

はやし かくじょう

覚乗氏です。林氏は、福岡県粕屋郡の生まれで、高野山真言
宗を学び、南蔵院の二十三世住職に就任しました。「出会う人に明
るさを与えられる人間でありたい」を信条に、毎年、全国各地で精

関東支部
2011年度「エグゼクティブセミナー」
レポート

会員専用ページFAMILY ROOM※より、会員特典ページにアクセス
できます。

1.

力的に講演を行っています。
　林氏は、「心ゆたかに生きる」と題して、実際のエピソードを元
に、人と人との出会いの大切さや、人への思いやりに溢れた話を、
ユーモアを交えながらお話しされました。中には涙を誘うエピソー
ドがあり、ハンカチで目頭を押さえる会員の方もいて、講演後の会
場は温かい空気に包まれました。
　懇親会では“東日本大震災への復興支援”をテーマに、仙台で
開催される秋季大会での再会を誓い、2011年度「エグゼクティブセ
ミナー」は閉幕しました。

開催日：2011年9月7日(水)
会　場：明治記念館（東京都港区）　

FUJITSUファミリ会事務局

 懇親会風景▶

◀「まず、自分を好きでなけ
　れば幸せになれない」
　と語る林氏

※ 空間を表す結合辞である「spatio-（スペイシオ）」と、その昔、知恵の象徴と尊ばれた梟（ふくろう）を表す「owl（アウル）」を組み合わせた造語です。

※会員専用ページ FAMILY ROOM のログインには、ID とパスワードが必要です。
     ID をお持ちでない場合は、新規登録をお願いします。
    詳しくは、FUJITSUファミリ会のWEBサイト（http://jp.fujitsu.com/family/）   
    をご確認ください。

インターネットでご注文＆お申し込み

富士通マイゼミナール（PC教育）の優待特典　ファミリ会会員は、10％OFF特価で受講できます。2. 継続中

新規

個人向けパソコン
優待販売サイト

「WEB MART」
がオープン !

FUJITSUファミリ会会員特典として、個人向けパソコン優
待販売サイト「WEB MART（ウェブマート）」が2011年9月8日
にオープンしました。これは、会員特典を充実してほしい
というかねてからのご要望に応えて実現したものです。
富士通の店頭向けパソコンFMVシリーズの最新モデル

（2011年冬モデル）をはじめ、WEB MART限定のカスタ
ムメイドモデルも販売中です。目的や予算に応じて、本
体カラーやメモリ容量などを選択し、自分好みのオリジ
ナルFMVが注文できます。
またWEB MARTでは、通常1年間のメーカー保証期間を
3年間に延長する延長保証や、ワイド保証などもお取り
扱いしています。

「WEB MART」は、富士通株式会社が
運営するショッピングサイトです。
最新の FMV パソコンや、アウトレット
モデルなどメーカー直販ならではのラ
インナップを取り揃えております。
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最近凝っていること、これぞ私のライフワーク！ など、あなたのおすすめを文章と写真でご応募ください。
原稿を掲載させていただいた方には、図書カード（3,000円分）を差し上げます。わたしのおすすめ

　　　　　　

投稿募集
　　　　　　

色鮮やかな
春の神戸駅
　　　　　　尾澤 尋史

次回12月9日（金）締切

●文章600字以内　Word文書または、シンプルテキスト
●写真 ： JPEG画像 等
●送付先 ： ファミリ会事務局 contact-familykai@cs.jp.fujitsu.com 

記事掲載にあたり、会員企業（団体）名、お名前、所在地（市町村）
を掲載させていただきます。また、投稿者多数など、誌面の都
合上掲載できないことがございます。予めご了承ください。

㈱ トランスコスモス・テクノロジーズ（神奈川県横浜市）

　この時期に春の話題では季節外れですが、
「神戸」と書いて「ごうと」と読むこの駅は北関
東の「わたらせ渓谷鉄道」にある無人駅です。
ただの無人駅と侮る無かれ、ここの春景色は
色鮮やかなピンク、赤、白に彩られます。
　色彩に引寄せられて下車してみれば、誰も
がカメラマン？ になることは請け合いです。　
　またこの駅には旧東武電車を利用したレス
トランも併設されており渓流と色彩を眺めな
がらの食事もできます。

　渡良瀬渓谷沿いを走るこのわたら
せ渓谷鉄道は、旧国鉄の足尾線を継
承したもの。一般的な観光の目玉は、
渓谷の四季折々の景色と足尾銅山跡
の見学ですが、４月から秋にかけて運
転されるトロッコ列車に乗車されて渓
谷の風を全身で感じてはいかがでしょ
うか。　
　観光以外のオススメは、水沼駅にあ
る日帰り温泉。ここで散策の汗を流す
のもオツなもの。また併設されている食事処
では、鹿肉料理も食べられます。　
　春の神戸を満喫するためには桜の開花時
期がポイントですが、大まかな目安としては都

内お堀端のソメイヨシノの満開から１週間後
位に訪問されると良さそうです。

2011年４月17日撮影

「クラヴマガ」に
はまってます！
　　　　　　木村 奈々恵 アクアクララ㈱ （東京都港区）

ことができるか」「頭では冷静に考えることが
できるか」ということを問われる様な試験に
なっています。肉体的・精神的に自らを鍛えた
いと思っている方にとてもお勧めです。

　私は、昨年からクラヴマガという護身術を
学び始めました。クラヴマガは戦火の絶えな
いイスラエルが発祥の接近戦闘術で、日本で
は護身術として指導されています。初めは軽
い気持ち、フィットネス感覚で通っていたので
すが、ムエタイに通じるパンチ・キック技術、
柔術等に通じるグランド技術(寝技)、首を締
められたりナイフで襲われた時の対処法(護
身術)を学んでいくことと、さまざまな職業の
メンバーや個性的なスタッフと出会うことがで

きることが非常に楽しく、どんどんクラヴマガ
の世界にはまっていきました。
　なにより一番のメリットは、時に厳しいクラ
ヴマガのトレーニングを乗り越えることによっ
て、多少のことでは挫けない精神力が身につ
き、それが仕事でも生かされているように思
えることです。また、夜道や不審者に対して
必要以上に怯えることが無くなったと感じる
ことです。クラヴマガではある程度トレーニン
グを積むとベルトテストという昇級試験を受け
ることができます。そのテストでは技術の確認
はもとより、「どんなに疲れていて限界状態で
あっても冷静な精神を持ち、かつアグレッシブ
に最後まで諦めずに全力で動き、自分を守る

クラヴマガ・ジャパン 青山スタジオ

山奥の林道で
リフレッシュ！

　　　　　　
西田 隆幸 ㈱大成情報システム（東京都新宿区）

岐阜県加子母村（現・中津川市加子母）
2011年5月21日撮影

　心身共に疲れ切っている方にはお勧めです
が、危険な場所や熊が出る場所もあるため、
ある程度の林道の知識や注意が必要です。

　私は、オフロード四輪駆動車で山奥の未舗
装の林道をゆっくりと走り、緑の木々に囲まれ
た渓流を見つけては車を停め、マイナスイオ
ンを浴びながらマッタリとした時間を過ごして
疲れ切った心身を癒しています。
　緑は、心理学的にも心を落ち着かせると言
われ、マイナスイオンは科学的には解明され
ていないようですが、疲労軽減や精神の安定
作用があるといわれています。特に初夏の山
奥の林道は新緑が美しく、渓流の水も冷たく、
心身のリフレッシュには最高です。

　林道走行は趣味でもあり、写真のような鉄
を鋳造して作られた立派な林道表示板を見つ
けて写真に残すのも楽しみのひとつです。
　今までに100本程の林道を走っています
が、その中には不思議な場所（理解できない
建造物や自然の造形物）もあり、冒険心を掻
き立てられます。また、野生の猿や鹿と遭遇
する事もあり、それらも楽しみのひとつです。
　しかし、最近は心ない者によるゴミの不法
投棄などが多く、それらを排除するために林
道の入口にゲートを設けて進入できないよう
にしている林道が多くなっています。ほとんど
の林道は林業のために作られた道であるた
め、その職場にお邪魔しているという気持ち
を忘れないことが大切です。




